
 

事 務 連 絡  

                                                        令和 4 年 1 月 21 日 

 

文京区障害者地域自立支援協議会 

地域生活支援専門部会員 各位 

 

         文京区障害者地域自立支援協議会 

地域生活支援専門部会事務局 

                        

令和３年度文京区障害者地域自立支援協議会 

第２回地域生活支援専門部会の資料の送付について（通知） 

 

 日頃から文京区の障害者施策について、ご理解･ご協力いただき、ありがとうございます。 

 令和３年度第２回地域生活支援専門部会の資料を送付いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、リモート開催により実施いたします。ご

多用中とは存じますが、事前に資料にお目通しの上、ご出席をお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時   令和４年１月２８日（金） 午後２時から午後４時まで 

 

２ 参加方法  ZOOM（ズーム）によるオンライン参加 

 

３ 会 場   障害者会館会議室Ｃ（文京シビックセンター３階） 

        ※リモート開催となりますので、お越しいただく必要はありません。 

 

４ 議 題   地域生活支援拠点の活動状況と検討課題について 

 

５ 資 料   ⑴ 次第 

        ⑵ 資料第 1-1～資料第 2 号、参考資料 

 

６ その他   ⑴ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、原則、リモートによるご参

加をお願いしております。ご事情により会場へ来場して参加を希望す

る場合又は当日欠席される場合は、お手数ですが、事務局までお早め

にご連絡ください。すでに欠席のご連絡をいただいている場合、ご連

絡は不要です。 

        ⑵ 会場へ来場して参加される方については、マスクの着用とイヤホンの

ご持参をお願いいたします。また、体調が優れない場合には、以下事

務局までご連絡の上、ご欠席くださいますようお願いいたします。 

        

【事務局】 文京区福祉部障害福祉課障害福祉係 

担当 永尾・小松・富井 

電話 ５８０３－１２１１ 

FAX  ５８０３－１３５２ 

e-mail b302000@city.bunkyo.lg.jp 



令和３年度文京区障害者地域自立支援協議会 

第２回地域生活支援専門部会 次第 

 

令和４年１月２８日(金) 午後２時から 

  ZOOMによるオンライン開催 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

  地域生活支援拠点の活動状況と検討課題について  

【資料第 1-1号～資料第２号】             

  (１) 本富士地区地域生活支援拠点 

 (２) 駒込地区地域生活支援拠点 

 (３) 富坂地区地域生活支援拠点 

 

３ その他 

 

≪その配付資料≫ 

 ・本富士生活あんしん拠点チラシ 

 ・駒込生活あんしん拠点チラシ 

 ・富坂生活あんしん拠点チラシ 

・なでしこサロンチラシ 

・Reなでしこ元町１２月活動予定表 

・ふらっとだんござかチラシ 

 



【資料第1－1号】

拠点名 所在地 電話番号 運営法人 職員名 令和３年度予算 備考

田中　正

石橋　明美

藤松　由華

鈴木　淳

岩井　香奈

行成　裕一郎

鈴木　聖人

黒澤　由枝

中島　亮

秋山　友美

（社福）本郷の森

文京区地域生活支援拠点

本郷２－２１－３　青木ビル１階

本富士地区地

域生活支援拠

点

駒込地区地域

生活支援拠点

　

サロン

千駄木５－２－１９吉田ビル１階

　　　「ふらっと・だんござか」

25,133,000円03-3868-3033

富坂地区地域

生活支援拠点

＊　大塚地区は令和４年１０月に開設予定。文京槐の会と復生あせび会が共同で運営する。

千駄木５－３７－１６

　　コア・ティー・ケー１０１号

千石１－１５－５

　　　　千石文化苑ビル１０１号

〇令和元年１０月開設

〇拠点内にサロンあり（少人数の対応）

〇㈱けせら・社協・町会などの地域関係機関と共に

「Reなでしこ元町」を立ち上げ、運営に参加して

いる。

〇令和３年１０月開設

〇社協・町会・民生委員や地域住民などと事務局会

議・コアメンバー会議を立ち上げ、サロン「ふらっ

と・だんござか」を１月３１日に開設する。場所は

拠点とは別の建物内である。

〇令和３年１０月開設

〇計画相談支援事業所「とみさか」併設

〇拠点内にサロンあり

03-5832-9720 （NPO）エナジー本舗 29,909,000円

03-5810-1535

相談電話

03-5810-1530

（社福）復生あせび会 35,735,000円



活動状況 【資料第1-2号】

【相談支援】開始してから２年以上経過した。当初は基幹相談支援センターから引き継ぐケースが多かったが、現在は本富士包括やそ

の他の関係機関から依頼を受け、協働で支援に入るケースが増えている。直接本人と会えないケースなどもあるが、関係者カンファな

どに参加させてもらいながら、本人理解を進めている。

【地域づくり】コロナ禍でReなでしこ元町での活動が制限されているが、周知のために作品展を開催し区内の精神障害者支援の事業

所に声をかけ作品を持ち寄ってもらったり、コロナ禍で活動場所を探していた自助グループに居場所を紹介した。また、包括や社協と

は相談支援以外にも会議を通じて顔の見える関係を作りつつあり、相談体制の強化の一助になっている。現在の本富士拠点の場所は以

前包括が入っていたこともあり、地域の方が立ち寄り相談されることがあり、コロナワクチン接種申し込み・介護の手続きなど一般的

な相談にもできる範囲で対応することで、地域に開かれた場所になるようにしている。

【相談支援】社協、本郷支所や駒込包括などからの支援依頼が多い。

【地域づくり】サロン開設に向け準備中。拠点及びコアメンバー会議の人員体制から週に２日ほどの運営で開始する。

【相談支援】10～12月の3か月で累計33人の相談者数となっている。主に基幹相談支援センター、支援センターあかりからの引継ぎ

ケースと、行政機関からの新規依頼、計画相談支援事業所「とみさか」の支援依頼での相談者が大半を占めている。継続支援という形

ではないが、富坂包括やあんしんサポート文京や地域福祉コーディネーターからケース相談の依頼もあり。継続支援をしているケース

も、行政機関や上記関係機関、障害福祉関係のみならず、ひきこもり支援関係機関とも連携、支援チームを構築し相談支援にあたって

いる。また、委託事業として計画相談支援事業所「とみさか」を併設しているため、計画相談支援だけでは担うことが難しい支援も多

く、一般相談が増えている。特に困難ケースと言われてしまう方々の計画相談支援を実施するうえで、一般相談支援がフォローする体

制は非常に重要であり、現状うまく機能していると思っている。

【地域づくり】拠点内にあるサロンは広めなので、富坂包括でのプログラムや高齢福祉分野のイベント等でサロンを使わせてほしいと

いう依頼が来ている。マンパワー的なこともあり、富坂拠点単独での地域交流、地域活動、サロンの有効活用については限界がある。

そのため地域住民や地域活動団体、障害当事者やそのご家族、関係機関と協働しながら、活動や活用を検討していきたいと考えてい

る。富坂拠点での地域つくりの目的としては”地域住民と障害当事者との交流をきっかけに、障害への啓発活動に繋げ、差別や偏見を

軽減していくことが、誰しも暮らしやすい地域になる、また同時に障害があっても地域に貢献していける交流を目指していく。”とい

うことを主眼において活動していきたいと考えている。

本富士地区地域生活支援拠点

　

駒込地区地域生活支援拠点

富坂地区地域生活支援拠点



【文京区本富士生活あんしん拠点（文京区本富士地区地域生活支援拠点）】
所在地 文京区本郷２丁目２１番３号 青木ビル１階
電話番号 ０３－３８６８－３０３３ FAX番号 ０３－３８６８－３０３９
メールアドレス motofuji@kyoten-bunkyo.jp
担当地区
白山１丁目３・４・９・１０・１５、本郷１～７丁目、湯島１～４丁目、西片１丁目１～１８・２
０、西片２丁目、向丘１丁目１～６・１６～２０、向丘２丁目１～１０・１１（１－５）・１３（８－
２１）、弥生１～２丁目、根津１～２丁目

【文京区駒込生活あんしん拠点（文京区駒込地区地域生活支援拠点）】
所在地 文京区千駄木５丁目３７番１６号 コア・ティー・ケー１０１号
電話番号 ０３－５８３２－９７２０ FAX番号 ０３－５８３２－９７２１
メールアドレス komagome@kyoten-bunkyo.jp
担当地区
白山１丁目２３～２９、向丘１丁目７～１５、向丘２丁目１１（６～１４）・１２・１３（１～７）・
１４～３９、千駄木１～５丁目、本駒込１丁目、本駒込２丁目１～８・９（１～６、１８～３
３）・１２～２８、本駒込３～５丁目、本駒込６丁目１３～２５

【文京区富坂生活あんしん拠点（文京区富坂地区地域生活支援拠点）】
所在地 文京区千石１丁目１５番５号 千石文化苑ビル１０１号
電話番号 ０３－５８１０－１５３５ FAX番号 ０３－６９１２－１２２８
メールアドレス tomisaka@kyoten-bunkyo.jp
担当地区
後楽１～2丁目、春日１丁目、春日２丁目１～７・９～２６、小石川１～４丁目、５丁目１
～４・８～１７・２０～４１、白山１丁目１・２・５～８・１１～１４・１６～２２・３０～３７、白山２
～５丁目、千石１～４丁目、水道１丁目１・２・１１・１２、小日向４丁目１～２、大塚３丁目
３１～４４、大塚４丁目１・２（６～１４）・３（５～１１）・４（１～３）、西片１丁目１９、本駒込２
丁目９（７～１７）・１０～１１・２９、本駒込６丁目１～１２

【開所日】 月～金曜日（土曜、日曜、祝日、年末年始は休業）
【開所時間】 午前１０時 ～ 午後５時３０分

文京区大塚生活あんしん拠点（文京区大塚地区地域生活支援拠点）は、
令和４年１０月に開設予定です。

〇地域連携調整員を配置し、特に以下の機能の充実に努めます。

駒込生活あんしん拠点・富坂生活あんしん拠点
令和３年１０月に開設しました。

「生活あんしん拠点」は、正式名称「地域生活支援拠点」の愛称です。

「相談」機能として、障害者及びその家族などの相談を受け、障害者基幹相
談支援センターなどの関係機関と連携しながら支援を行います。

「地域の体制づくり」機能として、障害者が住み続けられるように、町会な
どの地域の関係機関とのネットワークづくりを推進します。

資料第2号



地域生活支援拠点は、文京区在住の障害者のために、
相談支援と地域づくりなどを行います。

★障害者等が住み慣れた地域で生活を続けるために求められる５つの機能

①「相談」
障害者及びその家族などの相談を受け、関係機関と連携しながら支援を行

う機能
②「緊急時の受入れ・対応」
短期入所を活用し、障害者の状態変化や介護者の急病などの緊急時の受け

入れや医療機関への連絡等の必要な支援を行う機能
③「体験の機会・場」
地域移行支援や親元からの自立などに当たって、共同生活援助の利用や一

人暮らしの体験の機会や場を提供する機能
④「専門的人材の確保・養成」
医療的ケアが必要な障害者等や重度化した障害者等などに対して、専門的
な対応ができる体制を確保し、専門的な対応ができる人材の養成を行う機能
⑤「地域の体制づくり」
障害者が地域で住み続けられるように、地域の関係機関との連携体制を構
築し支援する機能

「地域生活支援拠点」は、障害者の重度化・高齢化や親亡き後を見据
え、障害者が住み慣れた地域で生活を続けるために５つの機能を地域
の実情に応じた創意工夫により整備し、障害者やその家族の生活を地
域全体で支えるサービス提供体制を構築することを目指す機関です。
拠点の地域連携調整員（コーディネーター）は、障害者及びその家族
の相談に応じて、障害福祉サービス事業所・医療機関・区役所・障害
者基幹相談支援センターなどを繋ぐ仕事をします。
この事業は、文京区が社会福祉法人等に委託して実施します。

★「地域生活支援拠点」とは？

運営法人

本富士地区地域生活支援拠点 社会福祉法人 本郷の森
駒込地区地域生活支援拠点 特定非営利活動法人 エナジー本舗
富坂地区地域生活支援拠点 社会福祉法人 復生あせび会

※現在、文京区においては「①相談」と「⑤地域の体制づくり」の２つの機能の整備
を推進しております。全ての機能の整備については、文京区障害者地域自立支援
協議会において検討を進めていきます。




















